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９月１８日は蘆花の命日(蘆花忌)でした

明治の文豪徳冨蘆花(本名 徳富健次郎)は、昭和
２年９月１８日に伊香保で亡くなりました。
新型コロナの影響により、今年度も蘆花を偲ぶ蘆花

祭は中止となりましたが、徳冨蘆花記念文学館では、
祥月命日に蘆花の代表作「不
如帰（ほととぎす）」にちなみ、
白いほととぎすの花を供え、故
人を偲びました。

参加者募集

公民館の利用について

・公民館の部屋の貸出について

公民館の部屋の貸出は警戒度が 3以下になる
まで原則中止でしたが、10 月から状況により貸出
を再開いたしますので、お問い合わせください。

・図書室の開室について

図書室は通常どおり開室して
おりますが、ご利用は１時間以内
でお願いいたします。

世代間交流館開館カレンダー

日 曜日 予定
1 金  
2 土  休館
3 日  休館
4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土  休館
10 日  休館
11 月  コツコツ貯筋体操
12 火  みんなの広場
13 水

14 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
15 金

16 土  休館
17 日  休館
18 月  コツコツ貯筋体操
19 火  みんなの広場
20 水

21 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
22 金

23 土  休館
24 日  休館
25 月  コツコツ貯筋体操
26 火  みんなの広場・しぶかわ出前講座
27 水

28 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
29 金

30 土  休館
31 日  休館

伊香保地区人口(８月末現在)

男性：１，２０４人

女性：１，３７２人

合計：２，５７６人

いかほ公民館通信

世代間交流館は緊急事態宣言以外は原則開館しますが、
コツコツ貯筋体操、みんなの広場は警戒度が３以上の場合
は中止になります。
緊急事態宣言が発令された場合、宣言中は臨時休館にな

りますので、ご了承ください。

日 時 １０月２６日（火）
午前１０時～午前１１時

場 所 世代間交流館
定 員 ２０名(先着順)
参加費 無料

〈しぶかわ出前講座〉

渋川市の高齢者福祉について

〈成人学級 館外研修③〉

やんば天明泥流ミュージアム
日 時 １０月２９日（金）

午前９時～午後０時３５分
集合場所 伊香保体育館
ルート やんば天明泥流ミュージアム

→道の駅八ッ場ふるさと館
定 員 １０名(先着順)
参加費 ８００円
募集期間 １０月６日～２０日

申し込み・お問い合わせは伊香保公民館まで
電話 ７２－５７７７ (平日 8:30～5:15)

※ 上記の事業は事前に参加申し込みが必要です。

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、

中止となる場合がありますので、ご了承ください。

〈秋の市民ハイキング〉

赤城・長七郎山ハイキング
日 時 １０月２６日（火）

午前９時～午後４時３０分
集合場所 伊香保体育館
ルート 小沼→鳥居峠→覚満淵→赤城神社
定 員 １０名(先着順)
参加費 ５００円(保険料)
持ち物 昼食・飲み物・雨具等
募集期間 １０月６日～２０日



◆ ◆ ◆ 図書室だより ◆ ◆ ◆
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